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. 要 旨

5 年前に ス タ ー ト した高岡短期大学の情報処理 基礎教育は, 試行錯誤を繰り返し少しず つ 改善され ,

その後の 専門分野における情報処理系の授業にも引き継ぎ, その効果が出始めて きて い る｡ 他方, 更

なる問題点も浮かび上 がり, 今後の方向性が見えてきた｡ 今回は様々 な専門分野の 一

つ であるデザイ

ン における情報処理教育の 実際を追 っ て検証する｡
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1 . は じめ に

今日 の 時代背景にある複雑な社会構造の中,

産業界の 要請も多様化 の
一

途をたどっ て い る｡

学生 に求められてくる いく つ か の 素養 の中で

ち , 特に情報処理能力 の位置づ けは高ま っ て

きて い る｡ そ の様な背景か ら, 1995 年 4 月 よ

り全学 (産業工芸学科, 産業情報学科) 学生

にと っ て必要不可欠で ある基礎教育科目とい

う位置づ けで始ま っ た情報処理基礎教育も,

担当教官間の話 し合い と実践の 中, 少 しづ っ

改善され 5 年を経過 した ｡ そ の 間, 4 年目に あ

たる199 9 年には, ハ
ー ド面 の環境 (電子計算

機 シ ス テ ム) も更新され充実が図られて い る｡
一 方 , 今年か ら産業デザイ ン学科が増設さ

れ , 3 学科体制に よる新 しい カリ キ ュ ラム も

ス タ ー ト した｡ 基本的な教育理念はその まま

受け継がれ , 学科 ･ コ
ー

ス枠を越えた相互 の

融合を今まで以上 に図り, 学生が自身で 定め

た目標を達成すべ く , 柔軟な履修方法が選択

で きるような仕組み によ っ て , 時代や社会の

要求に応 えうる総合的な人材 の育成を目指そ

うとするもの である ｡

本稿で は, 産業デザイ ン学科の学生にス ポ ッ

トをあて , 1 年次開講 の情報処理基礎科目か

ら, 2 年次開講の 専門科目群における情報処

理系科目まで の 一

連 の授業の実際を追いなが

ら, 教官側 の 目標(狙 い) と学生 の習熟度(成

果) を検証 し, 今後の あり方を考える｡

2 . デザイナ ー に求められる素養

情報処理 を広く捉え, 多く の情報をある観

点 で 目的にあ っ た生きた情報に変換するこ と

だ とすれば, どの 分野 を目指す学生 にと っ て

も必要なも の となり, それ ぞれ の立場で諸問

題 を解決 して い く際の , 色々 な場面で効果的

に発揮される｡ デザイ ン の分野でも例外で は

産業デザイ ン学科
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なく , む しろ必要不可欠なもの とされて い る

の が現状である｡ 事実, こ こ数年の 入社試験

で , コ ン ピ ュ
ー タ の経験を条件に加える企業

や業務内容に± ン ピ ュ
ー タを使用した ワ

ー ク

( ホ
ー ム ペ ー ジの作成, 住宅設計の シ ミ ュ レ

ー

シ ョ ン , デザイ ン画作成, カタ ロ グや広告の

編集作業, C A D による図面作成など) を明記

する企業が増えてきて い る｡ また, 条件にし

ない まで も経験度合いや学校で の コ ン ピ ュ
ー

タ の授業科目の有無などを, ほ とんどの企業

が面接時に聞い てくる状況である ｡ 特にビジ ュ

ア ル デザイ ン系の場合, 入社時の条件に特定

の ア プリケ
ー

シ ョ ンが使い こなせることを指

定したり, コ ン ピ ュ ー タを使 っ た実技試験を

課すとこ ろもある｡ 中に は内定後, 入社する

まで の間に コ ン ピ ュ
ー タの講習会に通 い ,

一

定の レ ベ ル に到達するようにとい っ た指導を

する企業もでて きて い る｡

2 . 1 デザイ ン プロ セス と情報処理

デザイ ン の 目的が, 人 々 の生活をより豊か

で快適なもの にするために,
｢
もの.｣ と

.
｢ ひ と｣

と ｢ 空間｣ の最適な状況を提供すべ く コ ンセ

プトを考え設定し, そ のメ ッ セ ー ジを最終形

態と して適切に造形化 (盛り込む) する こと

である
1) として , 今日 のような

｢
もの｣ と

｢
情

報｣ が氾濫した社会構造 の中で こ の ようなプ

ロ セ ス を行っ て い くには, 様々 な事象に対 し

て常に
｢
物質的価値｣ と

｢
情報的価値｣ の双

方を見 いだ し, 且 つ 複合 して 考える ことが重

要になっ てくる｡

デザイナ ー の創造活動の諸過程で行 っ て い

る思考形態は, 手や体で得た感触で培 っ た体

験 (触覚情報) を頭で考え, まとめ上げよう

とする
｢触覚的情報処理｣ と, コ ン ピ ュ

ー タ

な どを介在させ て視覚的に得た仮想イメ
ー ジ

(視覚情報) を頭で考え, まとめ上げようと

する
｢
視覚情報処理｣ の 二 つ に分 けられる

1)
｡

今のところ, 過皐に得た触覚情報をコ ン ピ ュ
ー

タを利用して , 視覚的情報に置き換えて思考

して い ると考えられ るが, 近い将来は初めか

ら コ ン ピ ュ ー タ (視覚的情報) のみで思考す

る者も出現 してくると考えられ, 益々 そ の処

理方法が問われてくるで あろう｡

2 . 2 デザイナ ー

に必要な

コ ン ピ ュ ー タリテラ シ ー

様 々 なジャ ン ル のデザイ ン を目指す学生に

必要な素養は幾 つ かあげられるが, そ の中で

も特に ｢ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力｣ ｢ プ レゼ ン

テ ー

シ ョ ン能力｣
｢
情報収集 ･ 分析能力｣

｢
各

種表現能力J な どは, それぞれ の能力を高め,

且 つ 効果的に実行するためにも, コ ン ピ ュ
ー

タは必要不可欠なもの にな っ て きて い る｡

コ ン ピ ュ ー タに関わる対象者を大別すると,

コ ン ピ ュ
ー タ ( ソフ トと ハ

ー

ドの両環境) を

作る側と, コ ン ピ ュ ー タ を使う側の 2 つ があ

げられる｡ それぞれに必要な素養として は,

両者に共通する各種デ ー タの入出力 ･ 各種デ ー

タ の作成/ 加工 ･ 通信などの基礎素養に加え,

前者はシス テム を構築するための知識と技能 ･

アプリケ ー シ ョ ンプ ロ グラム を作成するため

の知識と技能があげられ , 後者はそ の ア プリ

ケ ー シ ョ ンを使い こなす為の知識と技能があ

げられる｡ 現在多く のデザイ ン系教育現場で

行われて いる コ ン ピ ュ ー タ教育は, 主にこ の

後者 の技能を身につ けるための もの と考えら

れる｡ しか し, 今後は更なる素養と して , 特

定の問題解決に向けて最適な環境( アプリケ
ー

シ ョ ン の選択と統合, コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン環

境の構築, マ ル チメディ アデ
ー タの よるオ ー

サリ ン グ) を構成する知識,と技能が求められ

てくるであろう
2)
｡ こ の 次なる素養は, 作る側

と使う側双方に必要で あり , 両者の横断的 ･

総合的な試行錯誤があ っ て はじめて , 全体と

して の ベ ス トな コ ン ピ ュ ー タ環境が形成され

るの で ある｡

. 上記の傾向はデザイ ン の 分野でも同様であ

ると言える｡ そ こで , デザイナ ー に求められ

る コ ン ピ ュ ー タリテ ラ シ ー を整理すると, 大
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きく下記のように分けられ る
3)
｡

① 目的達成の 為の道具と して コ ン ピ ュ ー

タ

を使い こなす能力 :

｢ どのように｣ とい っ た 目的に向けて実

際に具体化 ( 実行) する能力で , 現在産業

界の 多くが求めて い るもの である ｡

② どん な場面で使うの が有効で適切か を見

極める能力 :

それぞれ の 専門分野における諸過程で ,

コ ン ピ ュ
ー タ利用の有効性を見つ けだ し,

｢何

の ために｣ とい っ た目的を設定し, それ を

解決する方向を導き出す能力で , これか ら

産業界で求められてくるも ので ある｡

③ 問題解決に向けて最適な環境を構築する

能力 :

｢
何を使 っ て / どうや っ て｣ とい っ た問

題解決に 一

番適 した媒体を選択 ･ 統合, あ

る い は新 しい表現方法や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン方法, 専門分野 の者が使い やすい シ ス テ

ム などを開発する能力で ある ｡

上記 の②で求められて くる目的には, 次の

ようなもの があげられる
4)
｡

【収集 ･ 分析/ 蓄積 ･

体系化】

デザイ ンプ ロ セ ス の コ ンセ プトメ - キ ン グ

段階で利用する｡ 例えば, 必 要な情報 の収集,

様々 な観点からの 分析/ 解析(デザイ ン マ ネ ー

ジメ ン ト ･ ライ フ ス タイル 研究 ･ マ
ー ケ ッ ト

リサ ー チ ･ 市場調査 ･ 製品評価 ･ 人間工学 ･

構造力学 ･ 材料力学な ど) , 各種情報のデ ー タ

ベ ー ス化 ･ 体系化 (経験の 中から培 っ た技 ･

感性 ･ セ ン ス ･ ノウ ハ ウな どのデ ー タ ベ ー ス

構築によるデザイ ン の ノウ ハ ウとして の共有

化) な どである｡

【発想 ･ 想像】

創造力 ･ 想像力 ･ 発想力 の支援を主と した

アイディ ア展 開 ･ 設計に利用する ｡ 例えば ,

自然物から新たな形態を創造 ･ 発想するトラ

ン ス フ ォ
ー

メ
ー

シ ョ ン, 形 の構造に時間を刻

み変化 を与 えるメタ モ ル フ ォ ー ゼなどで ある ｡
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【表現/ 認識 ･ 理解】

各種平面 ･ 立体表現(多彩で豊富なバ リ エ ー

シ ョ ン も含む) , 各種シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン , 各種

メディ ア を統合 したプ レゼ ンテ ー シ ョ ン
, 機

械と人間の やりとり の設計を行うイ ンタラク

シ ョ ン デザイ ン , デザイ ン の問題 と して 時間

要因を論理的に解明, 理論的な研究や時間と

空間を統合 した問題 を扱うために コ ン ピ ュ ー

タ を使うユ
ー ザ ー

･ イ ン タ ー フ ェ ー ス の研究

な どに利用する ｡

【伝達 ･ 活用】

ネ ッ トワ ー クに よる様々 な人達との コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン
, 色 々 な場所 (部署) の様々 な

段階のデ ー タの有効活用 ･ 各種デ
ー タ の検索 ･

共同作業 ･ 分散処理な どに利用する ｡

3 . 産業デザイ ン学科における

情報処理教育の実際

産業デザイ ン専攻の学生が履修する情報処

理系 の授業として は, 1 年次前期開講 の全学

学生を対象にして行われる情報処理基礎Ⅰ(デ ー

タの 入出力 ･ 各種デ
ー タ の作成加 工 ･ 通信な

どの 絶対的操作の 習得を目的と した) と, 1

年次後期開講の 産業工芸学科の学生 を対象に

して行われる情報処理基礎Ⅱ (創作活動 の中

で遭遇するであろう場面をイメ ー ジ した, 目

的を持 っ た コ ン ピ ュ ー タ利用 の習得を目的と

した) がある｡ 次い で 2 年次前期開講の産業

デザイ ン 専攻の学生を対象に行われる C G 演

習で ある｡ 内容はデザイ ン の現場で よく使わ

れて い るアプリケ
ー

シ ョ ン による高度な利用

法の 習得を目的と して い る｡

3 . 1 授業における仕掛けと重点目榛( 進め方)

学生 に とっ て , 特 に使い は じめの 頃は, コ

ン ピ ュ ー タがい か に有効なもの で あるか , ど

れだ け説明 しても実感できない ようである｡

逆に コ ン ピ ュ ー タ の凄さは ある程度解るよう

で ある ｡ 例えば, 完成度の高い C G を見せた
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時, あるい はリアル な 3 D モ デル を見せた時,

それ らが動い た時, イ ンタ
ー ネ ッ トで外国の

ホ ー ム ペ ー ジにアクセ ス で きた時, 複雑な難

しい計算処理 をした時 (例えば, レ ン ダリ ン

グする ことが膨大な計算をして い るとは思 っ

て いない) ,
一

瞬に変換する時(表計算デ ー タ -

の グラフ化など) などで , その瞬間に起 こる

学生の どよめきがそれ を証明 して い る｡ プ レ

ゼ ンテ ー

シ ョ ン の時に コ ン ピ ュ
ー タを駆使し

て いる の を見て ｢ カ ツ コ イイ｣ と言 っ て いる

の は, ひ よ つ とすると有効性を少 し感じて い

るのかもしれな い ｡ 注意しなければならない

の は, 学生 の
一

瞬の どよめきか ら意欲がある

と思 っ たり, 意識付けできたと思い込んで し

まうこ とである｡ そ の後に, みんなも頑衷れ

ばできるようになると言 っ て , チ ュ
ー トリア

ル に従 っ て操作方法を習得させ ようとしても,

挫折する (自分には合 っ て いない , 得意な人

がやればよい , 難しい , 時間がかかる , 役に

立ちそうにな い などと思う) 学生がでてくる

の は時間の問題 である｡

教官側が授業を進めるにあたり最も大切に

しなけれ ばならない ことは, 学生に今何をす

るために コ ン ピ ュ ー タを利用して いる のか と

い っ た 目的や最終イメ
ー ジをはっ きりと理解

させる ことで ある｡ 段階とすれば,
｢今何をす

るために コ ン ピ ュ ー タを使 っ て い るの かを理

解する｣ I
｢
目指す最終イ メ

ー ジを強く持っ

て作業にあたる｣ I
r コ ン ピ ュ ー タの特質や

有効性が解 っ てくる｣ I
｢
新たに コ ン ピ ュ

ー

タを利用出来そうな場面が見 えてくる｣ ◆
｢ よ

り使いやすい ように環境を整える/ プ ロ グラ

ミ ン グする｣ で あろう｡ 情報処理 を専門と し

て 目指して い る学生以外にと っ て は, どれか

が抜けても , 順番が異な っ て も最終的段階に

は到達し難く, 途中段階にお い て もそ の習熟

度や達成度は低くな っ て しまう と考える｡

3 . 1 . 1
｢
今, 何をするために コ ン ピ ュ

ー タを

使っ て い るの か｣

情報処理教育の基礎の段階で 埠, コ ン ピ ュ
ー

タ の操作やアプリケ ー

シ ョ ン の使用方法を最

小限習得しなければならない ｡ そ の為にチ ュ ー

トリア ルや参考書が多く出回 っ て い るわけで

あるが, あくまでも機能習得を主目的と した

内容であり, 利用対象者を広く捉えて い るケ ー

ス が多い ｡ そ こで授業では出来るだ け学生が

今後遭遇するで あろう場面を想定した課題や,

後の新しい利用場面 の発見にもつ ながるよう

な意外な使い方も交えながら進めるように努

めて い る｡

【考えを整理し, まとめて いく土とに コ ン ピ ュ ー

タを利用 してみ る】

ドロ ー 系のア プリケ ー シ ョ ン による演習で ,

その特長を生か し, あるテ
ー

マ に基づき, 忠

い つ くままに考えを言語化 して いく, それを

カ ー ド化し, K J 法の 要領で自分の 考えを広

げ, 後に並べ 変えたりグル ー ピ ン グしたり し

ながら, そこ に隠された新たな事実を探っ て

いく作業で ある｡

【戟察し, 発見する こと( = コ ン ピ ュ
ー タを利用

してみる】

ペイ ン ト系と ドロ ー 系のア プリケ ー シ ョ ン

による演習で , お気に入り の写真を入力 し,

改めて観察して みる｡ 気にかか る部分を切り

取 っ たり, 拡大したり, 変形したり, コ ピ
ー

したりを繰り返 し, そこか ら発見したこと,

解 っ たこと, 疑問などを言語化し, 注釈を付

け加えながら
一

つ の ス ト ー リ ー を作る作業で

ある ｡

【情報を整理 し, 分析するこ とに コ ン ピ ュ
ー タ

を利用 してみる】

表計算系ソフ トを使 っ た演習で ある｡ 通常

は機能や使い 方を学ぶにあた っ て , 成績表や

住所録などを作成 しながら行うケ ー ス が多い

が, ここ で はア ンケ ー ト調査 の整理や分析作

業を題材と した ｡ 身近なテ ー

マ の ア ンケ ー ト



デザイナ ー

に 求 められる コ ン ピ ュ ー タリテ ラ シ ー

調査 を仮に行い , その結果を入力 し件数を調

べ たり, 記述 の 問に ある単語によ っ て検索,

並 べ 替えなど しながら隠された傾向を伺うな

ど, 分析 したりするこ ともで きるこ とを知 っ

てもらうもの で ある｡

【プレゼン テ ー シ ョ ン に コ ン ピ ュ ー タを利用 し

てみ る】

各グル ー プで作成 したデ ー タ ベ ー ス を, 撹

業の 最後に講評会を兼ねて プレゼ ン テ
ー

シ ョ

ン して もらう｡
ス ライ ドシ ョ ー の 機能を使 っ

て , 自分たちの考え ( コ ンセ プト/ タ ー ゲ ッ

ト) や利用方法, グル
ー プの紹介を行う｡ プ

レゼ ン テ ー

シ ョ ン能力は, 最近特に重要視さ

れ てきて いるが, まだまだ大勢の 前で自分 を

表現 (説明) する機会が少 ない こ とか ら, 辛

ある毎(演習の最終日などに) にプ レゼ ンテ
ー

シ ョ ン させるように して い る｡ こ の様な背景

もあり , 今年度からは
｢ プレゼ ン テ ー

シ ョ ン｣

とい う科目が新 しく用意されて い る ｡

3 . 1 . 2
｢
最終イ メ ー ジを強く持 つ ｣

進め方として は, 先ずイ ン トロ ダク シ ョ ン

と して新 しい ア プリ ケ ー シ ョ ン の操作と特徴

を把握, 習得するための簡単な演習 ( ミ ニ 課

題) を行う｡ で きるだ け1 年次に行っ た基礎

科目 ･ 基礎専門科目に関連 した内容や , 各演

習で 行っ た課題等を題材に して 行うこ とに し

て い る｡ なぜ ならば,
一

度自分が考えた (デ

ザイ ン した) もの は, そ の コ ンセ プトや達成

プ ロ セ ス
, それ自体 の形態イメ ー ジ (形状 ･

テ クス チ ャ
ー

) が鮮明に頭 の中にイ ンプ ッ ト

されて い るため, コ ン ピ ュ
ー タを前に しても

迷うことなく , 目的達成の ため の手段として

作業 (情報処理) に専念できるか らで ある ｡

【ミ ニ課題 -

1 / A d ob e "lu strato r とAd ob e P rt ) b s h 叩

を使っ た演習】

ク ラリス ワ ー クス ( ドロ ー

環境/ ペ イ ン ト

環境) で の操作方法やア プリケ
ー

シ ョ ン の特

徴を踏まえて , 大まかな操作やクラリ ス ワ ー

ク ス には無か っ た特徴ある機能を簡単に説 明
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し, 1 年次の
｢
製品計画｣ の授業で行 っ た展

示用 ( プ レゼ ンテ ー シ ョ ン) パネル を制作す

る の に必要な各種作業 ( レイア ウト編集, 文

字の流 し込みやフ ォ トデ
ー タの 張り付け, ロ

ゴタイ プやマ ー ク の作成, 説明用各種図表の

作成など) を行う｡

【ミ ニ課題 - 2 / M ini C ad を使 っ た演習】

クラリス ワ
ー クス ( ドロ ー 環境) で の操作

方法や アプリケ ー シ ョ ン の特徴を踏ま えて ,

大まかな操作や クラリス ワ ー クス には 無か っ

た特徴ある機能を簡単に説明 し, 1 年次の ｢ デ

ザイ ン製図｣ の授業で 行っ た各種作図設定や

各種サイズの 基図を作成 し, 練習課題 (簡単

な形状の 図形) を描かせる ｡ M i ni C ad は 3 D

機能も持ち合わせ , 簡単なア ッセ ンプリ - 図

の作成や建築系 モデリ ン グも作成で きるが,

こ こ で は そ の 紹介 に と ど め , 次 に 使 う

S t r at a Vi si o n 3 d との 違い (特長) を解説 し,

ア プリケ ー

シ ョ ン選択時の注意点な どに触れ

て おく ｡

【ミ ニ課題
- 3 / S tr at a V bi o n 3d を使っ た演習】

モデリ ン グに関 して は, 大まかな操作や特

徴ある機能を簡単に説明 し, 1 年次の ｢ デザ

イ ン製図｣ の授業で行 っ た シ ャ ー プナ -

か
｢
製

品計画｣ の授業で行っ たドライヤ ー を コ ン ピ ュ ー

タで作らせる｡ 学生によ っ て はモ デリ ングが

難か しい形状 のもの もあるが, コ ン ピ ュ
ー タ

で作り易い (現在の自身の操作技術で出来う

る) ｢ かたち｣ を自分のデザイ ンに して しまわ

ない ない とい っ た制限 (メ リ ッ ト) にもなる

こ とか ら, あえて その 様に して い る｡ ここ で

は コ ン ピ ュ ー タ の 画面上で発想 しながら形を

煮詰めて いく とい っ た モ デリ ン グは, 時間の

関係も あり説明 と実演程度にする｡ 形状を作

り出す方法が沢山ある こ とを知 っ て もらい ,

モ デリ ン グの 際の段取り (表現 した い形状を

どのように して , どの ような機能を使 っ て作

るこ とが, ある い は他 の アプリケ ー シ ョ ン で

適宜に べ - ス を作りそ のデ ー タ を取り込んで

利用 し, 立体化 した方が有効で且つ ス ピ ー ディ
ー

こ=
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かを判断しながら進める) ･ 制作プロ セ ス を重

要視する｡

レ ンダリ ングに関してもモ デリ ン グと同様

に進め, モデリ ン グした各部品にそれぞれ の

テクス チ ャ
ー や文字などを貼り付ける作業を

行わせ , 適宜に解説とア ドバイ ス を行う｡ 同

時に日頃から周りにある製品や素材を観察す

る習慣を身に つ けさせ , そこから得たテクス

チ ャ ー 表現を設定 し, 個人デ
ー タ と して 蓄積

するようにも心がけさせる｡

ア ニ メ -

シ ョ. ンに関して は, 学生がイメ
ー

ジし易い , あるい は見た ことがある C M など

を例に上げ, その原理 と作成方法を簡単に説

明, 表現したい ことが動か したほうが効果的

であると思われるものやその様な場面をイメ
ー

ジで きるようにする｡ 平面ア ニ メ ー シ ョ ン
,

フ ライ ングロ ゴな どを体験させる｡

3 .1 . 3 ｢
新たな利用場面の発見｣

【絵合課題/ 個人の設定したテ
ー マ による演習】

前述のデザイナ
ー に求められる コ ン ピ ュ ー

タリテラシ ー の
一

つ で ある, 専門分野での 諸

過程の どの 場面で有効利用できるか, 適切に

判断し選択できる能力を滴養するためにも ,

意識的に学生自身にテ
ー マ を設定させ, 様々

なア プリケ
ー

シ ョ ン を有効に使い こなして創

り出す自由課題 とする｡ そ の際, そ の有効性 ･

必要性 ･ 使用計画等の ヒアリングを個別に行っ

た後に始めさせる｡ 課題 の出来具合 (表現内

容) はあまり評価 の対象とせず, あくまでも

そ の プ ロ セ スや方法 ( 表現方法の選択) を評

価すると同時に , 学生にもそ の旨を事前に知

らせ る｡

･ 学生が考えた,
｢ 目的を達成するのにコ ンピ ュ

ー

タ利用が効果的で ある と思われる場面｣ を基

に行う ヒアリ ン グにお い て , 今まで授業で学

んだ事が改めて理解され , 無駄ではなく, 今

後役立 ちそうだ と言 っ た希望や意欲などが芽

生 えてきて い るように感ずる｡ やはり ヒアリ

ングの段階で最終目的 (イ メ
ー ジ) や有効性

を発見した学生は作業の進行具合も早く , 時

間の許す限り質も求めようとする傾向が見受

けられる ｡

3 . 1 . 4 コ ン ピ ュ ー タ室を離れた授業

一

時的に, 意図して コ ン ピ ュ
ー タ室を離れ

て行う授業は, コ ン ピ ュ
ー タア レル ギ ー の緩

和や, 目的 (今やろうと して いる事柄) の明

確化, コ ン ピ ュ
ー タが目的達成の ための

一

つ

の手段であるこ との再認識な どが期待される

ことから, デ
ー タ ベ ー ス の演習時の前半に行っ

て い る｡ 先ずは, デ ー タ ベ ー ス の概念を説明

し, 多くの デ
ー タをただ漠然と取り込んで い

ても意味がない こと, 利用する人 にと っ て必

要なデ
ー タが使いやすく整理されて いて は じ

めて 生きた情報源になるこ とを理解 して もら

う｡ 有効な情報になる べ く企画 を立て , 対象

者や利用場面を色々 な視点で捉え, 収集方法,

整理方法を検討 した後, 始めて コ ン ピ ュ
ー タ

- の入力作業が始まる の である｡

3 .1 . 5 グル ー プ作業

一 般の授業でもそうであるが,
一

斉授業で

は個別ある い はゼミ方式の授業と異なり , 進

行具合や習熟度の違い が生 じるとい っ た問題

点が残される｡ 特に コ ン ピ ュ
ー タを利用する

授業ではそ の傾向が顕著に現れ るケ
ー ス が多

い ｡ 時折, 意図的に行うグル
ー プ作業は, そ

の様な欠点の緩和や学生野の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ

ン (助け合い ･ 相談 ･ 違 っ た視点 の発見) , 分

担作業とデ
ー タ統合による コ ン ピ ュ

ー タ の有

効性 の発見などの 良い効果が期待で きる｡ 但

し, グル
ー プ作業が苦手な学生や消極的な学

生 の中には漫然と時間を過ご して しまうケ ー

ス も生じるが, 教官が適宜にそれぞれ のグル
ー

プに加わり,
一

員とな っ て集中力を高めさせ

るな どの 工夫で対応 して い る｡

3 .
1 . 6 教育環境 ( ハ ー ド面)

･ 双方向画像提示 シ ス テ ム(教官画面 の転送/



デザイ ナ ー

に 求 め られ る コ ン ピ ュ ー タ リテ ラ シ ー

学生画面 の確認/ 学生画 面の
一

斉提示) によ

り , タイ ム リ ー

に学生 の作業プ ロ セ ス または

成果晶が参照で きる( プ ロ セ ス の バリ エ
ー

シ ョ

ン / 視点 ･ 考え方の あれ これ/ 使い 方の バ リ

エ ー

シ ョ ン) とい っ た効果があっ た｡ 特に基

礎的段階で の 一 斉授業にお いて全員が同じテ
ー

マ による作業を進行させ て い る時などで , 利

用価値が大きか っ たように思われる ｡ 現在本

学で情報処理教育を行 っ て い る主 な教室で あ

る , メデ ィ アル
ー ム

, C G ル
ー ム 双方に用意

した い シ ス テ ム で ある｡

3 .1 . 7 プ ロ セ ス 重視の評価基準

学生自身が最終的に何を しようとしたの か ,

問題解決 の どの部分に コ ン ピ ュ ー タ利用 の有

効性 を見い だ した の か , 最終目標を達成する

た めに どの様な手順で作業を進めたか などの

制作プ ロ セ ス を レ ポ ー トに書かせ , 最終作品

と 一

緒に提出させる ことで , 自身で 考え工夫

し, 完成度を高めるよう努めるこ とを狙う｡

結果と してで はあるが, 自分たちの頑張 っ た

とこ ろやこだわり などを理解 して もらえると

い っ た信頼感や安心感を抱くようで ある ｡

4 . 情報処理教育の成果

これ まで述 べ て きた方法論による学生 の成

果を次に挙げ, それぞれ の課題 の ポイ ン トや

そ の プ ロ セ ス , 達成度を論述する｡

4 . 1 事例 -

1 / デ ー タ - ベ ー

ス

｢
売ります/ 買い ます｣

自分達が身近に行 っ て いるガ レ ー ジセ ー

ル

の様な こ とを, デ
ー タ ベ ー ス を使 っ て行 っ て

みようと した作品で ある｡ デ ー タ ベ ー ス をサ ー

バ ー に入れて おき, 何時で も｢ 売りた い側｣
｢
買

い た い側｣ 双方が自由に書き換え, ある い は

書き加 え, 商談が成立すれば連絡をとるとい っ

た , 実際の利用方法までが考えられ て い る点

が優れ て い る｡ 授業の中で , サ ー バ ー 内に設
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けた教官の フ ォ ル ダに課題 を提 出させて い た

こ とか ら, 自然にネ ッ トワ ー

ク環境というも

の (サ ー バ ー の存在) に馴染み, イメ ー ジで

きて い たか らで あろうか ｡ カ
ー ドの デザイ ン

や検索項目などに物足りなさを感じるもの の ,

新たな利用場面 を発見 して い る点は大変評価

されるも ので あり, 我々 が望んで い る方向に

うまく進み , 良い成果をだ して いる事例と言

える ｡

｢
新入生 に送る1 人暮らしの 買い 物情報｣

こ の グル ー プは県外者が多く , 初めて の
一

人暮ら しを見知らぬ土地で ス タ ー トした, 入

学時の 不安が話題 と してで て きて い た｡ そ こ

で 日 々 の生活用晶 ･ 食品を効率よく得るこ と

が 一

番の 関心事とい うこ とになり , 作成され

た事例で ある ｡
こ の他, 他県と比較して大き

く違う点があり, 戸惑 っ た経験か ら, 北陛の

富山で生活 をス タ ー トさ せる の に役立 つ , 方

言や雪に対する対策や エ ピソ ー ド, 心得, 必

需品な ど盛り込ん だデ ー タ - ベ ー ス を作成 し

たグル ー プもある ｡ や はり当事者と して 困窮

した実体験があ っ たが故に, 適切な情報構成

とな っ たの で あろう｡

｢
古城公園探索マ ッ プ｣

今回授業で使用 して い るアプリケ ー シ ョ ン

は , 画像デ ー タ を取り扱うこ とができな いも

の で あるが, こ の条件下で学生が工夫を凝ら

して い る事例で ある｡ カ ー ド内の項目と して

画像が取り込 めな い の で あれば, カ ー ドの 背

景画 と して エ リア分割 した地図を盛り込み ,

それぞれ の エ リア にナ ン バ リ ン グしておく ｡

それ らとリ ン ク したナ ン バ ー を検索項目の中

に組み込 んで おく という工夫で ある｡ 観光ス

ポ ッ トを色々 な視点で紹介する と言 っ た コ ン

セ プ トもさるこ とながら, 自分たち の 目的を

達成するために過去に学んだ様々 なこ とを生

かそうと, 知恵をだ して い るとこ ろが評価さ

れる｡
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4 . 2 事例 - 2 / イ ンダス トリア ル シミ ュ レ
ー

ン ヨ ン

｢
住宅の設計｣

環境デザイ ン の授業で行 っ て い る軸組工法

住宅を設計する課題は, 実際には角材による

ミ ニ チ ュ ア模型を作るの であるが, 平面図か

ら柱を立て ながら行う空間設計は, ス ケ
ー

ル

が異なることから実際の生活空間としてイメ
ー

ジ しにくい もの でもある｡ その様な経験か ら

C A D ソフ トを使 っ て設計し, 様々 なア ン グ

ル から建物を検証したり , 人間の アイポイ ン

トで実際に空間内を動き回りながらシミ ュ レ
ー

シ ョ ンできるウオ
ー クス ル ー を試みた事例で

ある｡ これも 3 D ソフトならでは の利用方法

で ある｡

｢
携帯電話の取 り扱い説明書｣

今や学生 の必需品とな っ た携帯電話で ある

が , 取り扱い 説明書により使い 方をマ
.
R タ -

するこ とは若者で さえ慣れを必要とするもの

で , 年輩者にと っ ては困惑するだけで難 しい

もの である｡ そんな所に目を付けて, 取り扱

い 説明書を授業で 習っ たア ニ メ
ー シ ョ ン機能

を使 っ て 動画形式にしてみようと試みた作品

である｡ 新たな利用場面を導き出した参考と

なる事例で ある｡

4 . 3 事例 - 3 / バ リ エ
ー

シ ョ ン展開

/ 確認作業

｢
漆器の 入れ物の加飾検討｣

学生自身の制作作品 (漆器の希) に施す加

飾 .(螺釦) ア イディ アを検討する場面に, 早

ン ピ ュ
ー タ利用 の有効性を見 いだ し, チ† レ

ンジした事例である｡ ドロ
ー

イングソフト(A d o b e

lll u st r at o r) によるデザイ ン画(図1
-

2 ) を

何枚か作成 し, 3 D ソ フ ト(S tr at a V i si o n 3 d)

で作成 した箱に貼り付け, 質感を与え(図1
-

1 ) , 最終の仕上がりを検討 して い るも の で あ

る ｡ 3 D ソ フ トで作られた箱は, 多方向か ら

の視点で検討 できる上 , 質感もリア ル に再現

出来るため, 加飾のデザイ ンや大きさ, レイ

ア ウトなどを最終決決定する の に有効であ っ

た｡ 制作プロ セ ス にお い て , 適切にソフ トを

使い分けながら進めて い る のも, 授業で学ん

だ ことが自然に応用できて いる点である｡ 何

よりもチ ュ ー トリアル にそ っ て作成するとい っ

た漠然とした (与えられた課題的) もの でな

く, 自身の創作イメ
ー ジと意欲がある中での

取り組みで あっ たことが, 結果として習熟度

を高めて いるように思われる｡

図 1 - 1 飾飾を貼り付けた漆器の箱

図1 - 2 飾飾模様のデザイ ン画

r
漆器の入れ物の形状検討｣

こ の学生 は上記と同 じく, 自身の制作過程

で利用価値を見 いだ して行っ た事例で あるが,

形 の検討に重点をお いて 取り組んだも の で あ
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る｡ 従 っ て 3 D ソ フ トの モ デリ ン グ機能を駆

使 しながら, 形状 の アイ ディ ア を幾つ も考え,

修正や変形などの 様々 な加 工 を施 しながら検

討 して い る ｡

図2 - 1 最終案を レ ンダリ ン グしたもの

図2 - 2 ワ イヤ
ー

フ レ ー ム による形状検討

図2 - 3 他 の形状ア イディ ア

4 . ヰ 事例 - 4 / プ レゼン テ ー

シ ョ ン

こ の ( 図 3 ) は, 1 月 末に行われた産業デ

ザイ ン専攻と産業デザイ ン専攻科の 卒業 ･ 修
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了制作の最終講評会風景である ｡ プレゼンテ ー

シ ョ ン能力 はデザイナ ー

に と っ て 必要不可欠

なもの で あるこ とか ら, 機会ある毎に行わせ

て いる の で , 自身の作品 (考え方) の説明を

行うこ とにも少 しずつ 慣れて はきて い る｡ し

か し, コ ン ピ ュ ー タ を使うことを条件付け し

て い な い にも拘わらず, 昨年度あたりから積

極的に コ ン ピ ュ ー タを使う学生が多くな っ た ｡

以前は , 配葡資料や大型の 用 鰍 こよる提示 ,

O H P を利用 したも の であ っ たが, その有効

性や効果とい っ たも の を学生自身が認識し始

めた結果で あろう｡
一

時的な流行で なく, コ

ン ピ ュ ー タを得意とす る学生の 中にあっ て ,

別 の方法が適切だと考え実行 して いる者もお

り, 良い こだわりを持 っ て いる こ とと, 適切

な選択眼を身につ けて い るこ とに感心させ ら

れる｡

図 3 プ レゼ ンテ ー シ ョ ン風景

4 . 5 事例
- 5 / 環境シ ュ ミ レ ー

シ ョ ン

万葉線を見直すプ ロ ジ ェ ク トの 一

環として

提案された, 路面電車と コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス と

をジ ョ イ ン トし, 交通網の 活性化を図ろうと

したもの で ある｡ 市電の米島口駅にバ ス タ ー

ミナ ル (路面電車とバ ス の ジ ョ イ ン ト基地)

を設けるにあたり ,
｢ 人｣

｢
車｣
｢ バ ス ｣

｢ 電車｣

の 流れ を考慮 しながら, 引き込み線や倉庫,

職員用の 建物, 従来の 駅等の レイ アウトを変

更 し, 新 しくタ ー

ミナ ル を設計したもの で あ

る ｡ 通常の手法で は平面図や立体ミ ニ チ ュ ア

模型 による検討 , 及びプ レゼ ンテ ー シ ョ ン が
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行われるケ ー ス が多い が, そ の有効性から,

検討の段階から コ ン ピ ュ
ー タを利用し, 最終

的には現状の環境に新しく提案する環境を取

り込んだシ ミ ュ レ
ー

シ ョ ンを行 い , 色々 な角

度から環境的にも, 見え方的にも検討, 提示

できるもの に した事例で ある｡ 平面的な張り

付け画 でない こ とから有効で説得力の あるリ

ア ル な提示にな っ て い る｡

図4 - 1 新タ ー

ミナルの全景

図 4 - 2 前方から見る夜間のタ
ー

ミナル

4 . 6 事例 - 6 / 各種表現方法

｢ カ レ ン ダ ー

｣
｢ 広告ポス タ ー

｣
｢ パ ッ ケ ー ジデ

ザインJ

いずれも , コ ンセ プトを設定し, アイディ

ア展 開を図り, 最終イメ
ー ジに近づくよう,

授業で学んだ ドロ ー

ソ フ ト, ペイ ン トソフ ト

を駆使 して制作 した作品で ある｡ 通常であれ

ば, アイディ ア ソ
ー ス ( コ ン テ) を多数考え,

中で も良さそうな幾つ か の アイディ ア に関 し

て , ある程度の レ ベ ル のもの を実際に制作 し

て検討するの で あるが , 多くの 時間を要する

ことからそ の数が極端 に少なく (狙 い打ち状

態に) な っ て しまう｡ しか し, コ ン ピ ュ
ー タ

で行うこの手 の作業は, 短時間で且 つ 実際の

仕上がりに近い状態で制作できるこ とや, バ

リ エ ー シ
■
ヨ ン展開も手軽なこ となどの利点が

ある｡ 短縮され る作業時間を, 作品の 内容を

検討するこ とに割り当て るこ とができるこ と

などから, デザイ ンの現場で は今や当たり前

の ように コ ン ピ ュ
ー タは必需品として利用さ

れて い る｡

図5 - 1 カ レ ンダ ー A

図 5 - 2 カ レ ン ダ ー B
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図5 - 3 ジ ュ エ リ ー の広告ポ ス タ ー

図5 -

4 パ ッ ケ
ー

ジ のデザイ ン

｢ C M の デザイ ン ｣

ア ニ メ
ー シ ョ ン機能を駆使 し, テ レ ビ コ マ

ー

シ ャ ル 用 C M を作成 したもの である ｡ 大型機

材や特殊技術を必要 とせず, 自分 のイ メ ー ジ

を再現 し, 検討できる ことか ら, コ ン ピ ュ
ー

タ を使っ て C M の アイ ディ ア展開 を図る こと

は有効で あるように思う｡

図 6 C M の コ マ 撮り
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5 . 情報処理教育の問題点

これまで の授業展開におい て , 教官側の 意

図がその仕掛けの効用もあり , ある程度は学

生にも理解され , 習熟度の向上に つ なが っ て

い るこ とを先の 事例で述べ たが, 今後更に複

雑化する社会の 要請に応えるには, いく つ か

の 改善と強化を図らなければならない ｡

5 . 1 多様化 ･ 専門化 へ の 対応

前述の 求められ る素養 の中の①, 目的達成

の為の 道具と して コ ン ピ ュ
ー タを使 い こなす

能力は, 今後益々 専門性が強く なり技術的に

も高度なもの が求められ てくると思われる｡

ハ ー ド面の グレ
ー

ドア ッ プに関して は, 3 年

から 5 年毎に行われる更新により追従できる

と して も, 教官側が多様なア プリケ ー シ ョ ン

を使い こ な し, 且 つ 実践的に指導できるよう

進化 し続ける こ とは, 基礎的教育の段階では

可能で あると して も, より専門的応用分野 と

なれば多大な負担増となり, 非常に困難であ

る ｡ また , 本学の様に比較的少ない 教官組織

では , 専従できる教官を配置する事にも限界
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がある｡

どの分野 でも同様で あると思われるが, 基

礎教育から専門教育 - の流れ ( つ なが.り) は

とて も重要な課題となすて い る｡ 特に情報処

理教育に関して は , ▲基礎教育のあり方や専門

分野で の応用などを, 情報処理系専門教官と

専門分野内で の情報処理科目に携わる教官間

で充分に議麗し, 全体の流れやバ ラン ス を考

えながら, カリ キ ュ ラム を検討し, 作成 して

いかなければならない ｡ また , 専門分野の 中

で の 情報処理教育に関して は, 外部講師をど

んどん活用し, 産学官が連携を押 し進めるな

どの 新たな方法も考えて い かなけれぼならな

い であろう｡

コ ン ピ ュ
ー タを特殊なもの と意識させず,

学生自身の創作活動 の中七当たり前の ように

適宜に利用 して しま っ て いるようにするため,

2 年あるい は 4 年の 間, 情報処理系科目や利

用場面を継続 して用意して いく ことが
一 方で

は大切であると考える｡

･ 他の 高等教育機関との周で授業 の互換性を

もたせ, 選択履修できるようにする｡

r
･ 現場で実際的に コ ン ピ ュ ー タを使い ながら

働い て い る職業人 を外部講師として招く ｡

･ 色 々 な機関で行われて い るセ ミナ ー や講習

会などを単位と して
一

部認めて いく ｡

･ 産学官共 同プ ロ ジ ェ クトを推進 し, 実践の

中で習得させて い く｡

5 .2 様々 な評価軸

前述の求められ る素養の 中の②, どんな場

面で コ ン ピ ュ
ー タを使うの が有効で適切かを

見極める能力や , ③の 問題解決に向けて最適

な環境を構築する能力な どを滴毒させるには,

情報処理教育科目の中だけで は限界があり,

学生自身の制作プ ロ セ ス と連動 したかたちを

とらなけれ ばならない ように唇う｡ と同時に

それら (成果/ 学生の 習熟度) を上手に評価

に結び つ けるような仕組みも必 要
.
k な っ て

くる ｡

5 . 2 . 1 情報処理系授業外の応用 ･ 転用

授業におけ-ろ作品以外たも,. 少しず
つ で は

あるが色々 な場面で コ ン ビ ュ
｣ タは利用され

始めて いる｡ 例えば, クラブの勧誘ポス タ
ー

,

喫茶店のメ ニ ュ
ー

や案内, 作品展の 目録, 就

職活動に持っ て いく自身の作品集, クラス の

名簿な どで あるが, それらも
ー

つ の成果物と

して認めたり, あるいは他の授業で の コ ン ピ ュ
ー

タ の有効活用 (評価が重複する ことにはなる

が) な ども, プラス
.
α として加点するなどの

処置があっ ても良い ように思う｡

5 . 2 . 2 個々に設定した重点に対する評価

最終作晶の画
一 的な評価だけで はなく, 個

人 の頑張り どこ ろに対する評価をする｡ 例え

ば, . 企画重視の 学生やプ
ロ セ ス 重視の学生 ,

完成度追求の学生, 応用利用重視? 学生, プ

ロ グ
■
テミ: ング主体の学生な ど, 自身の興味や

有効性を感じ取 っ
I
T い る部分を重点的に評価

してレ-､く事も ー づ の方法で あるように思う｡

5 . 3 情報地理教育の環境作り

5 . 3 .1 八 一 ド面の環境

もはや情報処理教育を行うための専門教室

で の授業展開にも限界があるように感じる ｡

例えば, デザイ ン系学生が修学期間に学ぶ為

に必要な画材や用具を, 入学時に取りそろえ

るように, ノ
ー ト型パ ソ コ ン を各学生が

一

台

所有 (学校が関与, あるい は個人購入で) す

る ことが必要にな っ てくるように思われ る｡

同時にそれ を前提と した , 学生 の利用が予定

され て い る教室 (実技室 ･ 講義室 ･ 映像利用

重など) にお いて , 適宜にネ ッ トワ
ー クで つ

なぎ, 利用できる環境整備も行わなければな

らないであろう｡ また, 従来の情報処理教育

を行うための専門教室には , 更に特化した処

理能力の優れた ハ
ー ド ･ ソ フ トの両環境にシ

フ ･ト して いく の が理想で ある｡
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5 . 3 . 2 人的サポ ー ト体勢

一

斉授業にお ける進行 ･ 習熟度の個人差が

生 じるこ とからく る, 挫折 して しまう学生 を

極力無くする為にも, 技官やチ ュ ー タによる

授業中の サポ ー ト, 専門ス タ ッ フ による授業

時間以外の対応 (習熟度の高い学生 に対する

応用 ･ 進行の遅れ る学生に対するフ ォ ロ ー )

を強化する｡ 例えば, ス タ ッ フ ル ー ム なるも

の を設け, そ こ に は常時誰かが (技官/ 情報

処理系授業担当教官が ロ ー テ ー シ ョ ン で / コ

ン ピ ュ ー タを得意とする学生ス タ ッ フ ･ コ ン

ピ ュ ー タクラブ ･ 専攻科生 など) 居合わせる

ようにするなどで ある ｡ またそこ にはミ ニ 図

書館なる コ ー ナ ー なども設け, 過去 の作品集

や , 専門雑誌, 参考書な どを閲覧で きるの も

良い で あろう｡

5 . 3 . 3 幸一j用方法やトラブル シ ュ ー

テ ィ ン グ

利用に関 して は , そ の特質性から如何なる

時間帯でも利用できるような シ ス テ ム も望ま

れるが, 管理上 の問題もあり, 早急には困難

で ある｡ 例えば, 全学生が自宅からア クセ ス

出来る様にするな どして 利用時間に自由度を

持たせ る (セ キ ュ リテ ィ ー の 問題 があるが)

ことも考えられる ｡ 一 方, 授業や作業が中断

しな い ように, 発生率の 高い トラブル な どに

対応 で きるようにするこ とも重要にな っ てく

る｡ 授業中に起きるトラブル は, 教官ある い

は技官が対応すると して も, 授業外で の対応

に関して は, マ ニ ア ル作りや日頃から の指導

により , 学生自身で ある程度対応出来る様に

する ことが必要にな っ てくる｡

･ トラブル が起こ らな いようにする使用上の

注意や 日頃の メ ンテナ ンス

･ 簡単なトラブル に対応する方法の あれ これ

･ 使用状況, トラブル の状態, 対応方法など

の連絡 ･

情報収集 シ ス テ ム
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5 . 3 . 4 新しい 産業デザイ ン 学科の情報処理系

科目

今年度からの新カリキ ュ ラム にお いて , 産

業デザイ ン学科 の学生が履修できる情報処理

系科目は, 1 年次前期開講の全学 (産業デザ

イ ン学科/ 地域ビジネス 学科/ 産業造形学科)

学生を対象に して行われる
｢
情報処理入門｣( 旧

情報処理基礎Ⅰ) の授業と, 1 年次後期開講

の 産業デザイ ン学科及び産業造形学科の 学生

を対象に して行われる ｢ C G 入 門｣ ( 旧情報処

理基礎Ⅱ) の授業がある｡ また , 関連授業と

して ｢統計デ ー タ分析入門｣ も用意されて いる｡

次い で 2 年次前期開講の 産業デザイ ン学科

の 学生 を対象に行われる ｢ C G デザイ ン｣ ( 旧

C G 演習) の授業がある ｡ 本年度からは ｢ C

G 応用デザイ ン｣ を新 しく 開講し, 必要性を

感 じる学生にとっ て は, 2 年間を通 して途切

れ ない 情報処理教育を行える体制をとっ て い

る｡ また, 更に専攻科に進んだ 1 年次学生 を

対象と して ,
｢
C G 特論演習｣ が通年で行われ ,

今年からはそ の 一

部に外部講師による応用演

習も含める予定である｡ また, 関連科目とし

て ｢ 画像情報論｣ ,
｢
特別講義 (電子出版) ｣ も

用意され て い る｡

6 . おわりに

本稿は, 19 95 年からス タ ー ト した情報処理

教育の 5 年間を検証 したもので あり , 本年度

からス タ ー トした 3 学科体制による新 しい カ

リキ ュ ラム には, 今回得る ことがで きた改善

点 (評価軸の 多様化, サ ポ ー ト体制を含む利

用方法 の シス テ ム 化, ハ ー ド ･ ソ フ ト環境の

強化 , 授業内容の 多様化 ･ 専門化 など) を幾

らか盛 り込んで い るが, 更に多様化すると思

われる産業界の 要請にも , 柔軟に対応 して い

きた い ｡
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●

of th e d e sig n c o ur s e

T a d a n o ri Y A G U C H I

( R e c ei v e d J u n e 1 5 , 2 0 00)

A B S T R A C T

T h e i n fo r m ati o n p r o c e s si n g c u r ri c u l u m of T a k a ok a N a ti o n al C olle g e c o m m e n c e d fi v e y e a r s

a g o ･ W e i m p r o v e d it a n d d e v el o p ed th e i n fo rm a ti o n p r o c e s si n g c u mi c ul u m fo r s p e ci al i z e d

S u bj e ct s . W e a r e c o n vi n c e d tb at 也e c u 汀ic u l u m b r o u g h t o u t g o o d effe ct s .

O n th e o t h e r h a n d , w e fo u n d s o m e i s s u e s t o b e a m e n d e d ･ As th e r e s u lt , w e c an s e e th e

di r e c ti o n o f c o m pl e ti o n o f n e e d e d c u mi c ul a r r e fo r m . I n th i s th e si s
,
w e e x a mi n e d th e c a s e

o f i n fo rm a ti o n p r o c e s si n g c u r ri c u l u m i n th e d e sig n divi si o n .

E E γ W O R D S

C o m p u t e r
-lit e r a c y , I n fo rm a ti o n p r o c e s si n g c u mi c u l u m , E d u c ati o n e n vi r o n m e n t , D e sig n


